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植物系残さを分解する⼩規模型メタン発酵システムの開発 

社会実装へ向けた実証第⼀号機を地元スーパーセンターに設置、共同実証試験をスタート 

 

環境微⽣物研究所株式会社（⽯川県野々市市、代表取締役︓⾺場 保徳、以下「環境微⽣

物研究所」）、松村物産株式会社（⽯川県⾦沢市、代表取締役社⻑︓松村 俊⼀、以下「松

村物産」）、株式会社フォーカスシステムズ（東京都品川区、代表取締役社⻑︓森 啓⼀、以

下「フォーカスシステムズ」）は、2023年8⽉より「⾃⽴運転可能なルーメンハイブリッド型メタン発酵

システムによる植物バイオマスからのエネルギー⽣産〜顧客の廃棄物処理費ならびに光熱費削減を

通した循環型社会の実現〜」のテーマで、経済産業省の令和5年度中⼩企業地域経済政策推

進事業費補助⾦（地域DX促進環境整備事業）に採択されました。 

 

この度、株式会社PLANTの協⼒のもと、開発した実証第⼀号機をPLANT-3 川北店に設置し、

⾷料品売り場から廃棄される野菜クズを使ったメタン発酵を⾏い、都市ガスと電気を⽣産する実

証試験を開始いたしました。 

＜開発した実証第⼀号機＞ 

  



 

 

＜メタン発酵システムの概念図＞ 
 

 
 

＜地域DX促進環境整備事業の体制＞ 
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【本実証試験の背景】 

環境微⽣物研究所は、⽯川県⽴⼤学 ⽣物資源⼯学研究所 環境⽣物⼯学研究室の⾺場 保

徳講師が⼤学で研究開発を進めてきたシーズを軸に、2022年8⽉に設⽴しました。2011年の東

北⼤学在学時に被災した東⽇本⼤震災をきっかけに、たとえ被災直後でも⼊⼿可能な雑草・農作

物残さのような難分解性バイオマスからの⾼効率バイオガス⽣産（メタン発酵）の研究を開始。⽯

川県⽴⼤学着任後に、その基盤技術を完成させました。本技術は，⽜のルーメン（第⼀胃）液

を活⽤した技術であることから「GEP（ゲップ）ソリューション」と名付けました。 

 同社が開発を進めるGEPソリューションを搭載した⾃⽴式⼩型メタン発酵システム『エコスタンドアロ

ン』は、災害対応機能を備えた資源循環型発電システムです。平時には廃棄物から都市ガスと電

気を⽣産することで、廃棄物処理費の削減および低炭素化社会に貢献。災害時には、いつでもどこ

にでも存在する雑草や農業残さから都市ガスと電気を⽣産することで、防災施設として活躍します。 

 

【今後の展開】 

今回の実証試験の成果を元に、国内向けモデルの製品化を⽬指します。その後は、東南アジア諸

国をはじめとする海外向けモデルの展開を予定。将来的には分散型エネルギー供給システムの開発

につながる等幅広いソリューションの創出を⽬指します。 

 

以上 

＜本件に関する問合せ先＞ 

環境微⽣物研究所株式会社（⽯川県⽴⼤学内） 【担当︓⾺場】 

〒921-8836 ⽯川県野々市市末松１丁⽬３０８ 

電話︓076-227-7220（代表番号） 


